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Webを利用した中国語ピンインと声調トレーニングのための

学習ソフトの検討
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**岡

崎朋広
十**

About the Study Software

for the Chinese Pinyin and Voice Tone Training Using Web

Naoki KUSHIDA, Hisako WADA and TOmohむ 0 0KAZAKI

abstract

This paper is described about the study software of the Chinese pronunciation using Web. Chinese

is one of the languages with difficult study. This reason is a voice tone peculiar to Chinese, and pinyin.

In the paper, it arranges briefly about the whole Chinese pronunciation first. Next, the study

design method and the usage in Web are described.
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1.は じめに

中国語はよく知られているように、四つの高低昇

降の調子である四声と軽声で声調を付ける。また各

音節はピンインと呼ばれる表音文字を用いて発音さ

れる。これ らのピンインは調音点と調音方法の相違

によつて中国語音節表を形成 している。

中国語の発音は各種言語 と比べて習得が極めて困

難な言語のひとつとされている。このため、従来、

発音の学習はテープまたは CDを繰 り返し聞く単調

作業の連続は、初学習者にとつて無味乾燥ですぐさ

ま挫折しそうになるほどの大きな難関である。

電子機械工学科制御システム実験室は語学系の研

究室ではないが、音声や画像を利用したホームペー

ジ設計に対して卒業研究生の 1人が強く関心を持つ

ていたことから、中国語学習ソフ トとの連携におい

て、この種の研究を進めることになつた。

本研究では、先ず、中国語について文献 〔1〕 に

示す発音研究成果を踏まえ (1)声調 (2)発音を

簡明に整理 した上で、発音練習方法の改善の試みの

ためのホームページを利用 した簡易な学習ツールを

作成する。本ツールによリインターネットの接続さ

えできれば、いつでもどこでも所望の発音の確認を

行 うことができる。

また、音声学からの学習への糸口を模索するため、

音声解析ソフ トSpeech Analyzerに よる分析例に

ついても言及する。

第 2章では中国語の特徴である声調と発音につい

て重要な事項を整理する。第 3章ではWebを用いた

中国語発音学習ソフ トについて検討する。第 4章で

は音声解析ソフ ト音声工房による解析例を示す。第

5章では研究の総括を述べる。
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側面音

有声音

無声音

有気音

無気音

をいわゆる中国語音節表と呼んでいる。

2.3 声母表

表 1に音節の頭につく子音を表す声母表を示す。

表 1で示 した声母表の縦軸は調音点を、横軸は調音

方法を示 している。それぞれ以下の方法で発音する。

横軸の各要素の意味はそれぞれ次のとお りである。

破裂音 :息 を一旦食い止めて破裂させる

鼻音 :′自、を鼻から抜けさせる

破擦音 :破裂に連続 して摩擦

第 1声

雛4声

購な声

息を舌の両側から流しだす

声帯を振動させる

声帯を振動させない

破裂時に息を激 しく出す。気音を伴 う

破裂時に息をそつと出す。

a

O

e
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ｕ

　

ｕ

癖3声 、、、噺_″
ノ

図 1 中国語声調

2.中国鵬の声調と発音の概要

中国語の学習を困難にしている重要な要素は、声

調とピンインである。本章では声調とピンイン、お

よび結果として生成される発音について整理 してお

く。

2.1 声調

中国語は 4つの声調と軽声が存在する。図 1に示

すように、4種類の音の高低差が意味を区別する要

素として機能している。

2.2 母音

中国語の母音には単母音とそ り舌母音がある。以下

にまとめておく。

e r

日本語のアよりも口を広く開ける

日本語のオよりも唇を丸くして突き出す

口を半開きにしたままでけだるそ うに喉の奥か

らウー

日本語のイよりも唇を強く横に引く

日本語のウよりも唇を丸くして突き出す

上唇の中央部分を下唇にかぶせるようにつぼめ

て、イ

(そ り舌):eを発音 して伸ばすと同時に舌を巻

き上げる

2.3 中国語音節表

また、良く知られているように、中国語ではピン

インを利用 して表音する。また一般に、音節は音節

の頭につく子音すなわち声母とそれに連なる韻母か

らなる。また後者はさらに、韻頭、韻腹および韻尾

に分かれる。たとえば {光 }は guangと 発音 される

が、声母、韻母の観点から分解すると

g (声母 )‐ u‐ a‐ng (韻 母 )

となる。さらに後者は u(韻頭)a(韻腹)ng(韻尾 )

と分かれる。以上を他の要素も含め集大成 したもの

気音を伴わない

なお、表中の下線部は第 3章に示すように、ホー

ムページ上で音声ファイルを貼 り付けている。

2.4 諸器官

また図 2では、表 1の縦軸に関する位置情報であ

る調音器官、鼻食腔部および咽喉部を示す。すなわ

ち肺 >気管 >喉頭 >咽頭 >鼻腔または口腔への声道

表 1 声母表
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の生理的活動が、主としてどの部位で調音されてい

るかを示す図である 〔2〕 。

1)上唇  2)上唇  3)歯茎  4)後部歯茎

5)硬 口蓋 6)軟 口蓋 7)口 蓋垂 8)下唇

9)舌先  10)舌端  11)前舌  12)後舌

13)舌根 14)咽頭

図 2 調音器官、鼻腔部および咽喉部

2.5紛 らわしいピンイン

巻き舌音、双唇音、舌尖音、有気音、無気音の対

立など日本人にとつて発音が困難なものが多い。

例 1.捲 舌音

舌先を反らして上あごの前部、歯茎の奥の方に支

えるように当てて息をため、そつと破裂摩擦させて

出すと zh。 激 しく破裂摩擦させて出すと ch。 舌先

を反 らして上あごの前部、歯茎の奥の方に当てずに

近づけて、その隙間から息を摩擦させて出すと sh。

shと 同様に隙間を作つておいて、声帯を振動させる

とr(表 2参照)。

例 2.唇音

双唇音 (b、 p、 m)唇歯音 (f)

唇を閉じ、息をためそつと破裂するとb。 唇を固

く閉じ、息をためて激 しく破裂するとp。 唇を固く

とじ、息を鼻に抜けるようにするとm。 上の歯で下

唇を軽く押さえて、その隙間から摩擦させて音を出

すとf(表 3参照)。

例 3.舌尖音 (d、  t、 n、 1)
舌先を上の歯茎につけ、息をためてそっと破裂す

るとd。 激 しく破裂すると t。 舌先を上の歯茎につ

け、息を鼻に抜けるように送るとn。 舌の両側から

息を流して出すと 1(表 4参照)。

例 4.舌根音 (g、 k、 h)

舌のつけ根の部分を上あごの後部に押 しつけ、息を

ためてそつと破裂すると g。 激しく破裂するとk。

舌のつけ根の部分を上あごの後部に押 しつけずに近

づけて、その隙間から摩擦 させて息を送 り出すとh

(表 5参照)。

例 5.舌歯音

歯をかみ合わせ、舌先より少し奥を上の前歯の裏

に当て、息をためてそっと破裂摩擦させて出すと z。

Ｏ
Ｄ

ヽ
、

１．

Ⅷヽ
”

表 3 唇音
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表 4 舌尖音
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表 2 捲舌音

表 5 舌根音
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激しく破裂摩擦させて出すとc。 舌先より少し奥を

上歯の裏に近づけて、その隙間から′日、を摩擦させ

て出すとs(表 6参照)。

表 6 舌歯音

例 6.舌面音 (j、 q、 x)

舌面の前部を上あごの前部に付け (舌先は下の歯

の裏)、 息をためてそっと破裂摩擦させて出すと j。

激 しく破裂摩擦 させて出すとq。 舌面の前部を上あ

ごの前部に近づけて、その隙間から摩擦させて息を

出すとx(表 7参照)。

3.  Webを 用いた中国語学習ソフ トの製作

本章では作成 した中国語学習ソフ トの機能につい

て述べる。

第 2章で概観 したように、中国語の発音は子音は

調音点、調音法、声帯振動の 3つ、母音は舌の高さ、

舌の前後の位置、円唇性の 3つで分類される。

そこで、先に示 した、声母表、母音、紛らわしい

ピンイン、すなわち学習者が特に取得することが困

難 といわれる発音について、コンピュータ上で学習

できるように、IBMホームページビルダーを用いて

表を作 り、対応するピンインの音声ファイルを貼 り

付けた。

図 3にホームページ上での画面の一部を示す。

ホームページ上では、発音練習のほか中国語あるい

は中国に関するリンクも貼つている。

☆櫛研バンダ班☆ ～ ♪中国語発音学習 ♪～

home home2 発音  特選|リ ンク 留学・生活・旅行 櫛研C掲示板

声調 (shengdia。 )

第四声
ma  連続

士戸第一
堕

表 7 舌面音

L」 笙

第一声 第二声 第二声 第四声

連続
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一

ｅ
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ｅ
一

連続

０
一

０
一

連続

連続

■ 上 辺 __型  J 並

☆発音☆

声調

母音

声母

間違えやすい音
1・ 双唇音

唇歯音
2・舌尖音

舌根音
3・ 舌面音

捲舌音
舌歯音

図 3開発 した中国語開発 ソフ トの例
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4.解析ソフ トSpeech Analyzerによる解析例

中国語の学習は周波数分析や時間 トレン ドの視覚化

によつても、その学習効果が得 られていることが知ら

れている。作成 したホームページ上では

解析ソフ トSpeech Analyzerを利用 した解析例も付

力日している。

図 4 Speech Analyzerを 用いた音声解析 (例

maの 4声 )

図4は上から原信号、平均ピッチ、ソナグラムを示

している。

5。 終わりに

本研究では、

(1)中国語の声調、発音を簡明に整理した。

(2)Webを禾」用した中国語ピンインと声調 トレー

ニングのための学習ソフトの基礎開発を行つた。

研究を進めるに当たって、従来、電子機械工学科制

御システム実験室で行つていた一連の研究と全く異

種であるため、いささかの躊躇があった。しかし、

学生の興味も多様化している現在では卒業研究生の

テーマに対する要望も取り入れることも、ひとつの

あり方と考え実施するにいたつた。

本研究を行い、従来、制御システム研究室が行つて

いた、AI手法に基づく計測制御系構築の研究とも関

連する事項が、多く含まれることも明確になつてき

たので、今後は工学的手法も取り入れながら研究を

進めていく予定である。

なお、本研究は平成 14年度校長裁量経費の採択に

よって行われたことを付記いたします。
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